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練
馬
支
部
で
は
「
3
・
13

重
税
反
対
ね
り
ま
区
民
集

会
」
と
「
集
団
申
告
」
を
、

3
月
13
日
に
10
団
体
2
2
7

人
の
仲
間
で
開
催
し
ま
し

た
。
区
民
集
会
で
は
、
開
会

の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

「
重
税
反
対
中
央
実
行
委
員

会
か
ら
の
激
励
と
連
帯
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
読
み
上
げ
」

「

安
部
暴
走
政
治
ス
ト
ッ

プ
と
消
費
税
増
税
中
止
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
学
習
、
3
・
13
実

行
委
員
会
か
ら
「
報
告
・
運

動
提
起
」
「
決
議
案
採
択
」

で
消
費
税
増
税
反
対
の
意
思

統
一
を
し
た
あ
と
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

集
会
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東

・
西
税
務
署
に
向
け
て
「
消

費
税
増
税
反
対
！
納
税
者
の

権
利
を
守
れ
」
を
掲
げ
パ
レ

ー
ド
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

多
種
に
わ
た
る
要
求
旗
を
用

い
り
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち

の
要
求
を
声
高
ら
か
に
上

げ
、
区
民
・
通
行
人
へ
ア
ピ

ー
ル
を
し
ま
し
た
。
税
務
署

に
到
着
後
、
税
務
署
の
不
当

な
干
渉
を
許
さ
な
い
よ
う
集

団
申
告
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

今
年
の
「
3
・
13
重
税
反

対
全
国
統
一
行
動
」
は
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
6
年
目
を

迎
え
、
「
被
災
地
復
興
と
と

も
に
、
平
和
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
国
民
的
な
要
求
と
な
る

中
で
、
共
同
を
ひ
ろ
げ
運
動

の
前
進
に
力
を
合
わ
せ
よ

う
」と
取
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
告

が
す
す
め
ら
れ
る
な
か
、
参

加
者
は
減
少
傾
向
で
す
が
、

消
費
税
は
所
得
の
少
な
い
人

ほ
ど
負
担
が
重
く
貧
困
と
格

差
を
拡
大
し
「
人
間
ら
し
く

生
き
る
権
利
」
を
奪
う
制
度

で
す
。
国
民
の
負
担
は
重
く

な
る
一
方
で
、
大
き
な
企
業

は
減
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
税
制
や
、
税
金
の

使
い
道
を
正
す
た
め
、
み
ん

な
で
大
き
く
声
を
あ
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

集会後は、税務署へ向けパレード＆集団申告
3月13日 練馬駅付近にて

建
設
現
場
で
の
労
災
事
故

の
多
く
は
、
足
場
な
ど
の
高

所
か
ら
の
墜
落
・
転
落
事
故

で
す
。

2
0
1
5
年
7
月
1
日
よ

り
、
建
設
現
場
で
の
架
設
足

場
か
ら
の
墜
落
事
故
防
止
措

置
が
強
化
さ
れ
、
足
場
の
組

立
等
作
業
主
任
者
を
除
き
、

作
業
経
験
者
で
あ
っ
て
も
、

特
別
教
育
講
習
受
講
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
7

年
6
月
末
ま
で
は
講
習
時
間

3
時
間
で
す
が
、
7
月
以
降

新
た
に
受
講
す
る
場
合
は
、

6
時
間
の
講
習
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
受
講
が
必
要
な
方

は
、
6
月
末
ま
で
の
受
講
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

建
設
業
は
「
他
産
業
よ
り

賃
金
が
低
い
」
「
休
み
が
少

な
い
」
「
3
Ｋ
の
危
険
・
キ

ツ
イ
・
汚
い
」
な
ど
、
若
い

人
に
魅
力
が
な
い
建
設
業
の

た
め
、
24
歳
以
下
の
入
職
者

が
1
9
9
2
年
は
25
万
人
で

し
た
が
、
2
0
1
4
年
に
は

7
万
8
千
人
へ
と
激
減
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
打
開

す
る
た
め
に
、
全
建
総
連
で

賃
金
の
全
国
一
斉
宣
伝
行
動

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

で
は
3
月
24
日
を
統
一
行
動

で
、
若
者
が
入
職
で
き
る
魅

力
あ
る
建
設
産
業
を
目
指
す

宣
伝
を
全
都
で
行
い
ま
し

た
。
練
馬
支
部
で
は
、
60
人

の
組
合
員
と
家
族
の
参
加

で
、
練
馬
駅
・
石
神
井
公
園

駅
・
大
泉
学
園

駅
・
光
が
丘
駅

で
テ
ィ
ッ
シ
ュ

と
チ
ラ
シ
を
5

0
0
枚
ず
つ
区

民
に
配
布
し
ま

し
た
。
み
ん
な

の
力
を
あ
わ
せ

て
賃
金
引
上
げ

や
待
遇
改
善
実

現
さ
せ
、
多
く

の
若
者
に
選
ば

れ
る
、
魅
力
あ

る
建
設
業
を
目

指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

当
日
は
区
内
4
つ
の
駅
に
て
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た

（
3
月
24
日

石
神
井
公
園
駅
北
口
）

4月の足場特別教育（練馬支部開催分）

〔と き〕４月２３日（日）８時３０分～１２時

〔ところ〕東京土建練馬支部会館

〔講習代〕４，２００円 〔募集定員〕６０人

〔申込み締め切り〕４月１０日（月）

※４月以降も支部開催での講習を予定し
ています。決まり次第お知らせします。

１０
団
体
２２７
人
が
結
集
し
重
税
反
対
へ

賃
金
単
価
引
上
げ
、
法
定
福
利

費
確
保
！
全
国
一
斉
宣
伝
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
た

２会場で開催

若者が入職できる
未来ある建設業にしよう

意
思
統
一
は
か
る

賃金単価の引き上げで、
３
時
間
特
例
講
習
は
６
月
末
ま
で

足場特別教育のお知らせ
春の足場固め運動 第一弾

受
講
す
る
な
ら

早
め
に
ど
う
ぞ

重税反対
練馬区民集会

今
年
で
４８
回
目
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3
月
19
日
、
青
年
部
、
シ

ニ
ア
友
の
会
、
主
婦
の
会
は

そ
れ
ぞ
れ
、
2
0
1
6
年
度

総
会
を
行
い
（
青
年
部
は
大

会
）
2
0
1
6
年
の
活
動
総

括
、
次
年
度
方
針
の
確
認
、

新
年
度
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
青
年
部
大
会
で
は
、
福

島
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
次
年
度
も
旺
盛
に
行

う
こ
と
、
機
関
紙
「
い
っ
ぷ

く
」
の
復
刊
を
目
指
す
こ
と

と
し
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
友
の

会
は
、
分
会
シ
ニ
ア
友
の
会

確
立
に
向
け
て
意
志
統
一
を

図
り
ま
し
た
。主
婦
の
会
は
、

2
0
1
7
年
度
に
創
立
50
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
主
婦
の
会
会
員
1
、
8

0
0
人
を
目
標
に
主
婦
の
会

の
組
織
建
設
に
特
に
力
を
入

れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
に
よ
る「
共
謀
罪
」

創
設
に
多
く
の
国
民
が
心
配
し

て
い
ま
す
。
犯
罪
の
実
行
行
為

が
無
く
と
も
「
相
談
」「
計
画
」

だ
け
で
監
視
、
捜
査
、
処
罰
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
東
京

土
建
練
馬
支
部
は
、
法
案
創
設

に
反
対
の
立
場
で
す
。
区
内
の

民
主
団
体
、
労
働
組
合
と
と
も

に
、
宣
伝
行
動
等
で
区
民
に
向

け
法
案
の
持
つ
危
険
性
の
周
知

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
（
漫

画
は
、
平
和
新
聞
3
月
25
日
号

よ
り
引
用
）

厚
生
労
働
省
は
、
優
れ
た
技
能
と
経
験
を

持
ち
、
現
場
や
部
署
で
作
業
の
安
全
を
確
保

し
て
優
良
な
成
績
を
挙
げ
た
職
長
を
、
「
安

全
優
良
職
長
」
と
し
て
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
度
は
、
関
町
分
会
の
小
岩
比
呂

也
さ
ん
（
防
水
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国

の
建
設
業
か
ら
の
受
賞
は
、
小
岩
さ
ん
を
含

め
78
人
の
み
で
、
大
変
栄
誉
の
あ
る
顕
彰
受

賞
で
す
。
1
月
10
日
、
厚
生
労
働
省
に
て
顕

彰
受
賞
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
岩
さ
ん

は
、
建
設
の
仕
事
に
約
30
年
従
事
し
、
東
京

駅
前
の
丸
の
内
ビ
ル
を
は
じ
め
、
有
名
な
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
多
数
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
完
成
し
た

建
物
に
家
族
と
出
か
け
、
建
設
中
の
思
い
出

話
を
す
る
の
も
楽
し
み
と
い
い
ま
す
。
今
回

の
受
賞
に
際
し
「
こ
の
賞
は
自
分
に
は
も
っ

た
い
な
い
。
で
も
、
受
賞
に
見
合
う
よ
う
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
の
今
後
に
向

け
て
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

「平和新聞より」

【
合
唱
団
コ
ス
モ
ス
代
表

野
津

俊
夫

記
】
毎
年

3
月
10
日
、
私
た
ち
合
唱
団

コ
ス
モ
ス
は
、
隅
田
川
・
言

問
橋
に
足
を
運
び
、
橋
の
ふ

も
と
の
慰
霊
碑
「
あ
ゝ
東
京

大
空
襲

朋
よ
や
す
ら
か

に
」に
献
歌
を
し
て
い
ま
す
。

昭
和
20
年
3
月
10
日
未

明
、
米
軍
の
Ｂ
29
爆
撃
機
約

3
0
0
機
が
、
東
京
・
下
町

に
焼
夷
弾
20
万
発
を
投
下
、

わ
ず
か
2
時
間
の
間
に
10
万

人
が
亡
く
な
り
、
罹
災
者
1

0
0
万
人
、
焼
失
家
屋
20
数

万
戸
の
被
害
を
受
け
た
東
京

大
空
襲
。
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
の
は
言
問
橋
付
近
。

橋
の
両
方
か
ら
集
ま
っ
た
人

で
逃
げ
場
が
な
く
な
り
、
炎

は
風
を
呼
び
、
橋
は
炎
の
通

り
道
と
な
り
、焼
け
死
ぬ
か
、

川
に
飛
び
込
む
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
3
月
の
、
そ
れ
も
夜

中
の
隅
田
川
は
、
想
像
を
超

え
る
ほ
ど
冷
た
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
無
数
の
死
体
で
川
が

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
隅

田
公
園
は
、
仮
の
埋
葬
場
と

し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
言
問

橋
の
親
柱
に
は
、
黒
く
焼
け

焦
げ
た
人
間
の
油
脂
が
消
え

ず
に
未
だ
に
残
っ
て
い
ま

す
。
欄
干
は
そ
の
後
付
け
替

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
部
分

が
、
江
戸
東
京
博
物
館
前
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
練
馬

支
部
の
「
憲
法
・
平
和
対
策

部
」
で
生
ま
れ
た
「
支
部
合

唱
団
コ
ス
モ
ス
」
は
、
平
和

の
大
切
さ
を
歌
を
通
し
て
表

現
し
、
広
め
て
い
こ
う
と
い

う
目
的
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す

小岩 比呂也さん
全国で78人の中の一人
です おめでとうござ
います

言問橋 東京大空襲の慰霊碑にて （写真は
昨年3月10日撮影 隅田公園にて）

シニア友の会
福田 つね子（北大泉分会）

木次谷 勝久（旭町光が丘分会）

佐藤 藤雄（高松分会）

関根 徳治（貫井分会）

志田 行雄（泉分会）

尾藤 靖信（上石神井）

安井 和雄（田柄分会）

会 長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

事務局長

青年部

新島 秀成（早宮分会）

柴田 裕樹（早宮分会）

原田 千夏（大泉東分会）

印南 槙（早宮分会）

白井 拓哉（早宮分会）

部 長

副部長

副部長

書記長

書記次長

主婦の会
上原 良子（早宮分会）

馬場 久美（西大泉分会）

久保 恵美（中村分会）

神尾 恵美（田柄分会）

佐々木淳子（泉分会）

坂本 美子（高松分会）

会 長

副会長

副会長

副会長

副会長

事務局長

青
年
部
シ
ニ
ア
友
の
会
主
婦
の
会

関
町
分
会
小
岩
さ
ん
が

安
全
優
良
職
長
を
受
賞

総
会

大
会
報
告

お
よ
び

主婦の会

５０
周
年
の
節
目
を

１
８
０
０
人
組
織
建
設
で

小岩比呂也さん（防水）

関町分会

2
0
1
7
年
度

役
員
体
制

東京大空襲の
犠牲者をしのび献歌

日常が
取り締まり対象に共謀罪

ぐちも言えない

支部合唱団コスモス
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今
年
度
第
3
弾
「
事
業
主

の
会
・
春
の
交
流
会
」
を
、

3
月
11
日
（
土
）
練
馬
支
部

会
館
に
て
28
社
31
人
の
事
業

主
が
結
集
し
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
き
な
特
徴
は
、

第
一
部
の
学
習
交
流
を
、
仕

事
の
形
態
（
丁
場
）
で
2
つ

の
会
場
に
分
け
て
行
っ
た
事

で
す
。町
場
と
野
丁
場
で
は
、

事
業
所
の
規
模
や
ニ
ー
ズ
が

異
な
り
ま
す
。
町
場
事
業
所

向
け
に
は
、
組
合
が
設
立
し

た
「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｏ
」
の
案

内
や
制
度
説
明
、
野
丁
場
事

業
所
向
け
に
は
「
社
保
未
加

入
問
題
や
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
情
勢
と
現
場

交
流
」
を
お
こ
な
い
、
そ
れ

ぞ
れ
丁
場
に
求
め
ら
れ
る
話

題
で
学
習
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
第
二
部
の
「
名
刺
交

換
＆
飲
食
交
流
会
」
で
は
、

多
く
の
参
加
者
が
名
刺
を
交

換
し
な
が
ら
、
普
段
あ
い
ま

み
え
る
こ
と
の
な
い
分
会
・

丁
場
・
職
種
の
垣
根
を
こ
え

て
、
互
い
の
技
術
交
流
や
仕

事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

励
み
ま
し
た
。
今
回
、
事
業

主
の
会
「
初
参
加
」
が
、
参

加
者
の
半
数
近
く
を
占
め

（
14
人
が
初
参
加
）
、
事
業

主
の
会
の
さ
ら
な
る
広
が
り

が
展
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
は
、
《
現
場
や
仕

事
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
》

に
つ
い
て
、
6
割
を
超
え
る

仲
間
が
「
低
単
価
」
次
い
で

2
割
が
「
法
定
福
利
費
の
未

支
給
」
と
の
声
が
よ
せ
ら
れ

た
ほ
か
、
《
東
京
土
建
に
期

待
す
る
こ
と
》の
問
い
に
は
、

依
然
と
し
て
「
仕
事
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
が
一
番

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業

主
の
会
で
は
、
今
後
も
定
期

的
に
交
流
を
軸
に
、
建
設
産

業
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
取

り
組
み
や
、
仲
間
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

3
月
12
日
、
池
袋
・
ロ
サ

ボ
ウ
ル
に
て
毎
年
恒
例
の
分

会
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
レ
ー

ン
、
応
援
団
含
め
16
分
会
24

チ
ー
ム
、
3
1
6
人
の
組
合

員
・
家
族
が
参
加
、
28
あ
る

レ
ー
ン
す
べ
て
を
貸
し
切

り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
大
会

に
な
り
ま
し
た
。
本
戦
の
部

優
勝
チ
ー
ム
は
豊
玉
分
会
。

個
人
男
子
の
部
優
勝
は
髙
橋

幹
雄
さ
ん
（
新
大
泉
分
会
）

第
一
ゲ
ー
ム
に
ス
ト
ラ
イ
ク

7
回
（
第
10
フ
レ
ー
ム
は
タ

ー
キ
ー
）
で
圧
巻
の
成
績
、

個
人
女
子
の
部
優
勝
は
原
田

綾
子
さ
ん
（
大
泉
東
分
会
）

で
し
た
。

大
会
後
は
、
支
部
会
館
に

会
場
を
移
し
表
彰
式
＆
交
流

会
。
成
績
に
関
係
な
く
み
ん

な
で
楽
し
く
一
日
を
振
り
返

り
交
流
し
ま
し
た
。

優勝の喜びあふれる笑顔 豊玉分会の皆さん

ボ
ウ
リ
ン
グ
楽
し
い
ね

大

好
評
の
キ
ッ
ズ
レ
ー
ン

3

月
12
日

池
袋
・
ロ
サ
ボ
ウ

ル

東
京
土
建
本
部
主
催
、
2

0
1
6
年
度
機
関
紙
コ
ン
ク

ー
ル
に
、
練
馬
支
部
か
ら
12

紙
、
記
事
賞
2
本
が
入
選
し

ま
し
た
。
練
馬
支
部
は
、
東

京
土
建
36
支
部
の
中
で
一
番

受
賞
数
が
多
く
、
2
月
12
日

（
日
）
東
京
土
建
本
部
会
館

に
て
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

て
、
多
く
の
仲
間
で
受
賞
を

喜
び
ま
し
た
。

【
特
選
】
高
松
分
会
（
た

か
ま
つ
・
9
月
号
）
・
高
松

分
会
主
婦
の
会
（
あ
お
ぞ
ら

・
創
刊
号
）・
学
園
分
会（
桜

並
木
・
10
月
号
）
・
石
神
井

台
分
会
主
婦
の
会
（
ひ
だ
ま

り
・
7
月
号
）
・
石
神
井
分

会
主
婦
の
会
（
菜
の
花
・
7

月
号
）
・
早
宮
分
会
（
ど
ん

ぐ
り
・
7
月
号
）
新
豊
玉
分

会（
新
と
よ
た
ま
・
9
月
号
）

【
入
選
】
石
神
井
台
分
会
（
わ

か
ば
・
9
月
号
）
・
上
石
神

井
分
会
（
あ
け
ぼ
の
・
7
月

号
）
・
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会

（
シ
ニ
ア
友
の
会
会
報
・
9

月
号
）・
支
部
主
婦
の
会（
ね

り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
9
月
号
）

・
支
部
機
関
紙
（
け
ん
せ
つ

北
部
）

【
記
事
賞
】
園
田
政
則
さ

ん
（
春
日
分
会
）
・
深
作
清

美
さ
ん
（
石
神
井
分
会
）

日
本
機
関
紙
協
会
主
催
、

2
0
1
7
年
新
年
号
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
、
2

月
11
日
（
土
）
、
大
塚
・
ラ

パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
、
1
月
に

発
行
し
た
す
べ
て
の
機
関
紙

が
入
選
し
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】
支
部
主
婦
の

会
（
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
）

【
奨
励
賞
】
石
神
井
台
分
会

主
婦
の
会（
ひ
だ
ま
り
）【
イ

ラ
ス
ト
賞
】
高
松
分
会
（
た

か
ま
つ
）
【
特
別
賞
】
石
神

井
分
会
主
婦
の
会（
菜
の
花
）

・
新
豊
玉
分
会
（
新
と
よ
た

ま
）
【
審
査
委
員
特
別
賞
】

田
柄
分
会
（
む
ぎ
田
柄
分
会

ニ
ュ
ー
ス
）・
豊
玉
分
会（
豊

玉
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）
・
春
日
分
会

（
か
す
が
）
・
貫
井
分
会
（
貫

井
分
会
ニ
ュ
ー
ス
れ
い
ろ

う
）
・
土
支
田
分
会
（
土
支

田
分
会
だ
よ
り
）
・
大
泉
東

分
会
（
大
泉
東
分
会
ニ
ュ
ー

ス
）
・
学
園
分
会
（
桜
並
木
）

・
西
大
泉
分
会
（
四
面
塔
）

・
石
神
井
台
分
会（
わ
か
ば
）

・
上
石
神
井
分
会
（
あ
け
ぼ

の
）・
旭
町
光
が
丘
分
会（
は

な
み
ず
き
）
・
石
神
井
分
会

（
石
神
ニ
ュ
ー
ス
）
・
関
町

分
会
（
関
町
分
会
ニ
ュ
ー
ス

あ
す
な
ろ
）・
早
宮
分
会（
ど

ん
ぐ
り
）
・
早
宮
分
会
主
婦

の
会
（
け
や
き
）
・
富
士
見

台
分
会
（
富
士
見
台
）
・
北

大
泉
分
会
（
か
た
く
り
）
・

南
事
業
所
分
会
（
南
の
風
だ

よ
り
）
【
佳
作
】
桜
台
分
会

（
み
ち
く
さ
）
・
高
松
分
会

主
婦
の
会
（
あ
お
ぞ
ら
）
新

大
泉
分
会
（
新
大
泉
分
会
ニ

ュ
ー
ス
）
・
新
大
泉
分
会
主

婦
の
会
（
た
け
の
子
）
・
練

馬
支
部
（
け
ん
せ
つ
北
部
）

名刺交換・交流が活発に行われました
3月11日（土）練馬支部会館

2
月
5
日
（
日
）
に
、
高

野
台
集
会
所
に
て
第
一
回
石

神
井
分
会
文
化
祭
「
い
し
が

み
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
高
級
な
日
本
酒
を
取

り
そ
ろ
え
て
の
利
き
酒
大

会
、
童
心
に
帰
っ
て
の
紙
飛

行
機
飛
ば
し
、
ピ
コ
太
郎
の

仮
装
で
「
み
ん
な
で
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｐ
な
り
き
り
コ
ン
テ
ス

ト
」
、
花
笠
踊
り
を
行
っ
た

ほ
か
、将
棋
大
会
や
ダ
ー
ツ
、

水
墨
画
、
俳
句
、
写
真
の
展

示
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
の
催

し
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
い

お
鍋
一
杯
こ
し
ら
え
た
豚
汁

も
体
が
温
ま
り
ホ
ッ
コ
リ
、

好
評
で
一
日
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。
次
回
は
、
も
っ
と

多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き

開
催
出
来
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

受賞を喜ぶ練馬支部の仲間
東京土建本部主催機関紙コンクール会場

リズムに乗って PPAP！
2月5日 石神井分会文化祭・いしがみ祭

団体本戦
総得点
１，４０７
１，３１１
１，２６３

チーム
豊玉
新大泉
学園

順位
１
２
３

個人男子
総得点
３８４
３６７
３４０

チーム
髙橋 幹雄（新大泉）
照井 光夫（北大泉）
豊島 浩一郎（豊玉）

順位
１
２
３

個人女子
総得点
２６１
２４８
２４０

チーム
原田 綾子（大泉東）
豊島 成淑（豊玉）
武田 幸子（桜台）

順位
１
２
３

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

今年の優勝は豊玉分会

練
馬
支
部
か
ら
多
数
が
入
選

分会対抗ボウリング大会

分会対抗ボウリング大会成績表

毎年恒例

「ほっこり楽しく
いしがみ祭」を開きました

事
業
主
の
会
第
三
弾
交
流
会

盛
況
に
行
い
ま
し
た

石神井分会より
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【
早
宮
分
会

天
野
邦
子
】

今
回
の
回
答
は
正
月
の
雰
囲

気
、
行
事
に
合
っ
て
い
ま
し

た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

【
関
町
分
会

小
出
誠
】

新
ら
し
い
年
が
始
ま
り
は
や

2
月
、
あ
と
一
ヶ
月
も
す
れ

ば
桜
の
便
り
も
。
春
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

【
谷
原
台
分
会

塚
田
玲
子
】

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
や
っ
て
み
ま

し
た
。
近
頃
は
な
か
な
か
出

来
な
く
て
時
々
人
の
力
を
借

り
て
ま
す
。
頭
の
体
操
だ
と

思
っ
て
ま
す
。

【
石
神
井
分
会

小
林
千
代

子
】
新
聞
の
「
超
簡
単
！
ク

ッ
キ
ン
グ
」
レ
シ
ピ
の
通
り

つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。
ヘ
ル

シ
ー
で
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
愛
読

し
ま
す

【
桜
台
分
会

川
村
圭
介
】

年
が
明
け
て
一
ヶ
月
た
ち
ま

し
た
。
新
年
会
も
終
わ
り
気

持
ち
を
入
れ
替
え
中
で
す
。

【
泉
分
会

剣
持
浩
幸
】

立
春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
現
場

で
も
防
寒
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
春
が
恋
し
い
今
日
こ
の

頃
で
す
ね
。

編
集
部
よ
り

今
回
の「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

は
、
新
年
号
に
寄
せ
ら
れ
た

も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

季
節
は
移
ろ
い
、
外
で
の

仕
事
も
寒
さ
か
ら
開
放
さ
れ

ま
す
ね
。
新
年
度
、
就
職
・

進
学
な
ど
新
生
活
に
臨
む
方

は
、
健
康
第
一
、
元
気
に
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
部
体
制
も
変
更
に
。

次
号
か
ら
、
編
集
長
が
交
代

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご

愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〈
材
料

4
人
分
〉

豚
バ
ラ
う
す
切
り
肉
2
0

0
グ
ラ
ム
、
セ
ロ
リ
1
0
0

グ
ラ
ム
、
ニ
ン
ニ
ク
1
片
、

シ
ョ
ウ
ガ
1
片
、
オ
イ
ス
タ

ー
ソ
ー
ス
大
さ
じ
2
、
粗
び

き
黒
コ
シ
ョ
ウ
少
々
、
ゴ
マ

油
大
さ
じ
1
。

〈
作
り
方
〉

①
豚
肉
を
細
切
り
に
す

る
。
セ
ロ
リ
は
筋
を
取
り
除

き
、
5
セ
ン
チ
長
さ
に
棒
状

に
切
る
。
ニ
ン
ニ
ク
は
薄
切

り
に
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
千
切
り

に
す
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ゴ
マ
油

と
ニ
ン
ニ
ク
、

シ
ョ
ウ
ガ
を
入

れ
て
弱
火
に
か

け
る
。
い
い
香

り
が
し
始
め
た

ら
豚
肉
を
加

え
、
中
火
に
し

て
炒
め
る
。
肉

の
色
が
変
わ
っ

た
ら
セ
ロ
リ
を
加
え
て
、
さ

ら
に
炒
め
合
わ
せ
る
。

③
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
と

粗
び
き
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
と

と
の
え
る
。

〈
ポ
イ
ン
ト
＆
ア
レ
ン
ジ
〉

セ
ロ
リ
は
通
年
出
回
っ
て

い
ま
す
が
、
露
地
も
の
の
旬

は
春
で
す
。
葉
の
色
が
鮮
や

か
な
緑
で
、
茎
が
み
ず
み
ず

し
く
、
張
り
の
あ
る
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
カ
リ
ウ
ム

を
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、

余
分
な
塩
分
を
体
外
に
排
出

し
て
く
れ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

内
装
工
・
ボ
ー
ド
（
2
人
〜

3
人
）

常
用
・
見
習

奥
田
工
務
店（
北
大
泉
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
4
―
35
―
7

☎
0
9
0
―
5
5
1
2
―
1

0
1
4

建
築
塗
装

（
5
人
以
上
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員
・
見
習

㈱
光
が
丘
美
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
1
―
31
―
11

☎
0
1
2
0
―
3
8
0
―
9

1
5

塗
装
工
（
2
人
〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員
・
見
習
・
ア
ル
バ
イ
ト

小
林
建
装
（
学
園
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
3
―
20

―
10

☎
03
―
5
9
4
7
―
3
2
5

0塗
装
工
（
4
人
〜
5
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員
・
見
習

㈲
ア
マ
ノ
建
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
18
―
21

☎
03
―
3
9
7
6
―
3
6
6

0防
水
工
（
2
人
〜
3
人
）

常
用
・
見
習

㈲
大
信
工
業
（
田
柄
分
会
）

練
馬
区
田
柄
2
―
42
―
11

☎
03
―
3
9
3
8
―
7
6
9

9シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
見
習

中
川
産
業
（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
平
和
台
2
―
13
―
6

―
3
0
5

☎
0
9
0
―
3
3
3
1
―
5

8
4
0

給
排
水
設
備（
2
人
〜
3
人
）

社
員

㈱
岩
本
設
備
（
石
神
井
台
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
2
―
14
―

14☎
0
9
0
―
7
9
1
4
―
1

0
1
1

配
管
工
（
2
人
〜
3
人
）

常
用

髙
橋
設
備
（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
中
3
―
11
―
19

―
1
0
2

☎
0
9
0
―
9
1
5
1
―
8

1
1
7

屋
根
工
事
（
1
人
〜
2
人
）

常
用
・
見
習
・
ア
ル
バ
イ
ト

頂
技
建
（
上
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
上
石
神
井
3
―
18
―

3☎
0
9
0
―
5
8
2
6
―
1

5
7
9

軽
鉄
・
ボ
ー
ド
工
、
多
能
工

（
2
〜
3
人
）

常
用

Ｍ
ａ
ｒ
ｓ
（
マ
ー
ズ
）

（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
北
6
―
23
―
9

―
3
0
3

☎
0
9
0
―
8
6
8
7
―
0

4
0
1

左
官
工
（
2
人
〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員
・
見
習

型
枠
大
工
（
2
人
〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負

㈲
八
紘
建
設（
西
大
泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
3
―
20
―
14

☎
0
9
0
―
2
2
0
9
―
5

0
5
5

電
気
工
事
（
1
人
）

常
用
・
社
員
・
見
習

㈱
Ｋ
О
Ｉ
―
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
コ
イ

デ
ン
、
早
宮
分
会
）

練
馬
区
桜
台
1
―
6
―
9
渡

辺
ビ
ル
2
Ｆ

☎
0
7
0
―
5
5
4
3
―
2

7
5
3

大
工
及
び
現
場
監
督
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員Ｎ
Ｋ
総
合
建
築
㈱
（
貫
井
分

会
）

練
馬
区
貫
井
2
―
1
―
14

☎
03
―
5
9
7
1
―
2
0
5

0基
礎
工
事
（
2
人
〜
3
人
）

社
員
・
見
習

㈱
尾
崎
興
業（
西
大
泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
6
―
6
―
40

☎
0
7
0
―
6
4
7
3
―
1

1
2
2

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

首
都
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム

2

…
…
里
の
道
も
一
歩
か

ら

3

小
学
生
の
生
徒

4

最
盛
期
。
わ
が
世
の
…

…

5

伝
言
。
声
明
。
挨
拶

6

「
タ
ン
ス
に
ゴ
ン
」
が

虫
か
ら
守
る
も
の

8

…
多
く
し
て
船
山
に
上

る

11

感
心
し
て
…
…
を
巻
く

13

忘
れ
た
り
落
と
し
た
り

15

二
本
角
の
甲
虫

17

地
震
の
…
…
は
難
し
い

19

上
野
…
…
は
桜
の
名
所

20

朝
一
番
の
…
…
電
車

22

沖
縄
出
身
の
漫
才
コ
ン

ビ
…
ク
ラ
ブ

24

魚
や
虫
を
と
ら
え
る
道

具

25

ウ
の
…
…
を
す
る
カ
ラ

ス

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

本
人
の
た
め
に
は
な
ら

な
い
？

4

エ
ジ
ソ
ン
は
…
…
の
王

7

小
学
生
が
背
負
い
ま
す

9

千
年
も
生
き
る
と
か
？

10

…
…
を
天
に
任
せ
る

11

直
立
不
動
の
…
…
を
保

つ

12

…
…
は
小
を
兼
ね
る

14

医
者
。
…
…
ス
ト
ッ
プ

16

4
月
29
日
は
…
…
の
日

18

…
…
流
。
…
…
紹
介

20

尾
瀬
は
日
本
有
数
の
…

21

プ
ロ
パ
ン
…
…
。
毒
…

…

23

沖
縄
の
毒
ヘ
ビ

24

寝
坊
し
た
の
だ
か
ら
遅

れ
る
の
は
…
…
だ

26

漫
才
で
ボ
ケ
役
の
相
棒

27

不
本
意
。
残
念
…
…

宛
先
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土
建
練
馬
支
部

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係
り

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト

を
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
。

〆
切
り

4
月
20
日

1
月
号
の
答
え

タ
カ
ラ
ブ
ネ

当
選
者

塚
田
玲
子
・
谷
原
台
分
会

市
川
宏
也
・
石
神
井
台
分

会天
野
邦
子
・
早
宮
分
会

増
田
知
良
・
春
日
分
会

小
林
千
代
子
・
石
神
井
分

会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

内
装
解
体
・
解
体
・
重
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
（
1
人
）

常
用

巧
美
商
事
・
野
島
哲
司
（
旭

町
光
が
丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
33
―
22
―

6
1
8

☎
0
8
0
―
3
0
8
9
―
3

5
0
3

お問い合わせ
＆申し込みは
東京土建練馬支部
求人・求職係まで

二重ワクの6文字をうまく並べてできる
言葉はなに？




